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教育部長 園田達弥

根室市教育委員会では、来年度、令和 4年度からすべての市立学校において

コミュニティ・スクールの取り組みを進めることとしており、11 月 19 日に

伊達市教委の桜井参与をお招きした研修会、12 月 2 日には校長・教頭先生を

対象とした準備会を開催したところであります。

本日、お越しいただきました光洋中学校の藤原校長先生は、前任校でCS

導入のご経験があり、光洋・啓雲中の統合を進める中で、「統合に向けた新しい

光洋中学校を語る会」を開催するなど、当市の子どもたちの特徴を捉えた上で、

どのような生徒を育成していくべきかを学校・保護者・行政らで話し合い、

「ピア・サポート」をはじめとする様々な学習プログラムに取り組まれており

ます。

また、「防災学習」においては、CSの実働組織である「光洋中学校区地域学

校協働本部」を立ち上げ、学校と地域住民、行政が一体となった活動を展開さ

れています。

これらの取り組みをご紹介いただきながら、「目指す子ども像」を具現化す

るために、今後、市と市教委がどのような役割を果たしていくべきか意見交換

したいと考えたところであります。皆さん、忌憚のないご意見をいただきます

よう宜しくお願い申し上げます。以上、趣旨説明といたします。


